
しかわら 

七り 寧ニ“『みm堂・い“琶W准二』＝・～’●遣~』ニシ奉い看,α，f';M“・,"“こ，器与弓‘“鱗臣,弓，加きと“ 

後ろ回し跳びもできるよ 

第8回市内小学校なわとび大会が2 月4 日午

前9時から市民体育館に 1 5 校・およそ 980 

人の児童が参加して行われ、父兄たちの熱い声

援を受けていました。 

競技は第1部の予選と、第2 部のチャレンジ

タイム、第3部の決勝にわたって行われ、チャ

レンジタイムではあや前回しとび、サイ ドクロ

ス前回しとび、チャンピオンとび後ろ回しとび

など高度な技に挑戦。 わが子の熱演ぶりに、観

戦する父兄たちの間から盛んに声援が飛び交っ

ていました。 

平成 2年 
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黒 わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

無 魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

鵬‘開き、，今日の活力に満ちた五所川原市を築き

息 上げました。 

耀 わたくしたちは、この伝統を継承し、広 

15\.:.: E撫鴛響鱗協調 

＠心身ともに健康て、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ〈ります A 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

⑥文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

0未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 

市 民 憲 章 （昭和59年10月I日制定） 

市の人口 総数51,427人（男24,5281 女26,899）世帯数15,158 (1月31日現在） （毎月2回 1日・15日発行） 
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軽快に跳ねる児童たち 
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市の人口 総数51，427人 (男24，528・女26，899)世帯数15，158(1月31日現在) (毎月 2回 1日・15日発行)

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

軽快に跳ねる児童たち

後ろ回し跳ぴもでき~よ

第 8回市内小 学校なわとび大会が2月 4 日午

前 9時から市民体 育館に 15校・ およそ 980

人の児童が参加して行われ、父 兄 たちの熱い声

援を受けていました。

競技は第 1部の予選と 、 第 2部 の チ ャ レ ン ジ

タイム、第 3音Eの決H券にわた って行われ、 チャ

レンジタイムではあや前回しとび、サイドクロ

ス前回しとひと、チャンピオンとひと後ろ回しとび

など高度な技に挑 戦 。 わ が 子 の 熱 演 ぶ り に、観

戦する父兄たちの聞 から盛んに声援が飛び交っ

ていました。
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。心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。

。自然を大切にし、カを合わせて花と縁の美しいまちをつくります。

O平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつく ります。

。文化を尊ぴ、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。

。未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。



地
元
誘
致
企
業
と
市
内
官
公
庁
と
の
懇談
会
が
一
月
一一一

十
日
午
前
十
時
か
ら
本
町
・
五松
苑
に
市
の
誘
致
企
業
十
 

広報ごしょがわら 平成2 年（1990年）2月15日 

懇談会であいさつする佐々木市長 

ニ
社
の
ほ
か
、佐
々
木
市
長
、
久
慈
県
企
業
立
地
対
策
室

長
、
川
口
商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
四
十
人
ほ
どが
出
席
し

て
開
か
れ
、中
央
と
の
賃
金
格
差
の
是
正
等
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。
 

平
成
元
年
十
二
月
三
十
一
日

現
在
、
県
内
の
誘
致
企
業
は
一
一

百
十
四
社
（
う
ち
市
内
十
一
一

社
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
の
昭
和
六
十
二
年

の
製
造
業
出荷
額
は
三
百
二
十

一
億
四
千
五
百
万
円
で
、
十
年

前
の
昭
和
五
十
三
年
か
ら
の
伸

長
率
が
三
一
九
・
六
％
（
県
平

均

一
四
五

・
三
％
）
で
県
内
八

市
で
は
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
 

一
方
、昭
和
六
十
二
年
の
当

市
の
製
造
業
出
荷
額
に
対
す
る

市
誘
致
企
業
の
占
め
る
割
合
は
、
 

七
九
・
六
％
（
二
百
五
十
六
億

円
）
と
な
っ
て
お
り
、
市
で
は

企
業
誘
致
の
た
め
の
主
要
な
施

策
と
し
て
①
津
軽
自
動
車
道
の

着
工
②
工
業
用
水
道
の
給
水
開

始
③
第
二
工
業
団
地
の
計
画
策

定
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

懇
談
会
で
は
、
は
じ
め
に
佐

々
木
市
長
が
「
誘
致
企
業
を
取

り
巻
く
環
境
に
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
が
、
製
造
業
の
出
荷
額

の
伸
び
が
県
平
均
を
は
る
か
に

上
回
る
な
ど
、
着
実
に
業
績
を

あ
げ
て
い
る
。
明
年
度
か
ら
の

津
軽
自
動
車
道
の
一
部着
工
な
 
 

ど
、
市
経
済
も
第
二
の
変
革
期

に
入
っ
て
い
る
の
で
、地
域
経
済

の
発
展
の
た
め
に
も
率
直
な
ご

意
見
を
承
り
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
市
担
当
職
員
か
ら
誘

致
企
業
に
つ
い
て
の
現
況
説
明

が
あ
り
、
辻
茂
青
森
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
長
の
司
会
で
す
す

め
ら
れ
た
意
見
交
換
で
は
、
誘

致
企
業
側
か
ら
、「従
業
員
の
通

勤
の
足
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
。
 

商
店
の
閉
店
時
間
が
早
過
ぎ
 

る
」
、「と
く
に
地
元
で
は
中
間

管
理
職
の
人
材
が不
足
し
て
お

り
、
本
社
か
ら
つ
れ
て
来
て
い

る
現
状
だ
」
、「中
央
と
の
賃
金

格
差
の
是
正
を
行
っ
て
、
地
元

の
若
い
労
働
力
の
流
出
を
防
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
等
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
県
立
工
業
高
校
か
ら
は
、
 

「若
い
人
は
週
休
一
百
制
を
は
 
 

じ
め
と
す
る
余
暇
や
遊
ぶ
環
境
 

を
求
め
て
市
外
に
流
出
し
て
い

戸
、
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
は
 

「地
元
企
業
で
は
、
従
業
員
の

補
充
が
精
い
っ
ぱ
い
で
増
員
が
 

出
来
な
い
現
状
で
、
対
応
と
し

て
は
賃
金
格
差
の
是
正
や
雇
用

管
理
、
福
祉
施
設
等
に
も
っ
と

力
を
入
れ
る
べ
き
だ
」
、労
働
基

準
監
督
署
か
ら
は
 
「誘
致
企
業

の
労
働
災
害
が
増
え
て
お
り
、
 

採
用
時
に
お
け
る
女
子
従
業
員

の
安
全
教育
を
徹
底
す
べ
き
だ」
 

等
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
 

一
方
、川
口
商
工
会
議
所
会

頭
は
、商
店
の
閉
店
時
間
につ
い

て
「
駐
車
場
不
足
や
従
業
員
の

足
の
問
題
も
あ
る
が
、
総
合
的

に
検
討
し
て
前
向
き
で
改
善
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
 

久
慈
県
企
業
立
地
対
策
室
長

は
「
地
域
に
も
競
争
原
理
を
導

入
し
、
既
存
の
企
業
も
若
者
、
 

従
業
員
の
定
着
に
努
め
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
今
後
も
同
懇
談
会

を
継
続
し
て
開
催
す
る
予
定
で

す
。
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広報ごしょがわら平成 2年(1990年)2月15日

地
元
誘
致
企
業
と
市
内
官
公
斤
と
の
懇
談
会
が
一
月
三

十
日
午
前
十
時
か
ら
本
町
・
五
松
苑
に
市
の
誘
致
企
業
十

二
社
の
ほ
か
、
佐
々
木
市
長
、
久
慈
県
企
業
立
地
対
策
室

長
、
川
口
商
工
会
調
所
会
頭
な
ど
四
十
人
ほ
ど
が
出
席
し

て
聞
か
れ
、
中
央
と
の
賃
金
格
差
の
是
正
等
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

懇談会であいさつする佐々木市長

平
成
元
年
十
二
月
三
十
一
日

現
在
、
県
内
の
誘
致
企
業
は
二

百
十
四
社
(
う
ち
市
内
十
二

社
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
昭
和
六
十
二
年

の
製
造
業
出
荷
額
は
三
百
二
十

一
億
四
千
五
百
万
円
で
、
十
年

前
の
昭
和
五
十
三
年
か
ら
の
伸

長
率
が
三
一
九
・
六
%
(
県
市
「

均
一
四
五
・
三
%
)
で
県
内
八

市
で
は
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す。
一
方
、
昭
和
六
十
二
年
の
当

市
の
製
造
業
出
荷
額
に
対
す
る

市
誘
致
企
業
の
占
め
る
割
合
は
、

ヒ
九

・
六
%
(
二
百
五
十
六
億

円
)
と
な
っ
て
お
り
、
市
で
は

企
業
誘
致
の
た
め
の
主
要
な
施

策
と
し
て
①
漕
軽
自
動
車
道
の

着
工
②
工
業
用
水
道
の
給
ぶ
開

始
③
第
二
工
業
団
地
の
計
画
策

定
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

懇
談
会
で
は
、
は
じ
め
に
佐

々
木
市
長
が
「
誘
致
企
業
を
取

り
巻
く
環
境
に
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
が
、
製
造
業
の
出
荷
額

の
伸
び
が
県
平
均
を
は
る
か
に

上
回
る
な
ど
、
着
実
に
業
績
を

あ
げ
て
い
る
。
明
年
度
か
ら
の

津
軽
自
動
車
道
の

一
部
着
工
な

ど
、
市
経
済
も
第
二
の
変
革
期

に
入
っ
て
い
る
の
で
、
地
域
経
済

の
発
展
の
た
め
に
も
率
直
な
ご

な
兄
を
承
り
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

次
い
で
市
担
当
職
員
か
ら
誘

致
企
業
に
つ
い
て
の
現
況
説
明

が
あ
り
、
辻
茂
市
森
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
長
の
司
会
で
す
す

め
ら
れ
た
意
見
交
換
で
は
、
誘

致
企
業
側
か
ら
、
「
従
業
員
の
通

勤
の
足
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
。

商
庖
の
閉
庖
時
聞
が
早
過
ぎ

る
」
、
「
と
く
に
地
元
で
は
中
間

管
理
職
の
人
材
が
不
足
し
て
お

り
、
木
社
か
ら
つ
れ
て
来
て
い

る
現
状
だ
」
、
「
中
央
と
の
賃
金

格
差
の
是
正
を
行

っ
て
、
地
元

の
若
い
労
働
力
の
流
出
を
防
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
等
の
怠

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
県
立
工
業
高
校
か
ら
は
、

「
若
い
人
は
週
休
二
日
制
を
は

じ
め
と
す
る
余
暇
や
遊
ぶ
環
境

を
求
め
て
市
外
に
流
出
し
て
い

る
」
、
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
は

「
地
元
企
業
で
は
、
従
業
員
の

補
充
が
精
い

っ
ぱ
い
で
増
員
が

出
来
な
い
現
状
で
、
対
応
と
し

て
は
賃
金
格
差
の
是
正
や
雇
用

管
理
、
福
祉
施
設
等
に
も

っ
と

カ
を
入
れ
る
べ
き
だ
」
、労
働
基

準
監
督
署
か
ら
は
「
誘
致
企
業

の
労
働
災
計
が
噌
え
て
お
り
、

採
用
時
に
お
け
る

K
子
従
業
員

の
安
令
教
育
を
徹
底
す
べ
き
だ
」

等
の
怠
兄
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方、

川
口
商
工
会
議
所
会

頭
は
、
商
底
の
閉
底
時
間
に
つ
い

て
「
駐
事
場
不
足
や
従
業
員
の

足
の
問
題
も
あ
る
が
、
総
合
的

に
検
討
し
て
前
向
き
で
改
善
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

久
慈
県
企
業
立
地
対
策
室
長

は
「
地
域
に
も
競
争
原
理
を
導

入
し
、
既
存
の
企
業
も
若
者
、

従
業
員
の
定
着
に
努
め
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
後
も
同
懇
談
会

を
継
続
し
て
開
催
す
る
予
定
で

す
。

均
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締
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織
 出稼ぎ実態調査の結果 ( 

》
 

特にない 2B% 

出稼ぎによる心配 

防犯I・火災等 

「 5.3% 

子供の教育 

「ふるさとビデオ をご覧ください 

一

‘
 

い
小
る
さ
と
ビ

デ
オ
」
 

ご
視
聴
く
だ

さ
い
 

ノ
 

、
 

市
民
相
談
室
は
こ
の
ほ
ど
、
 

本
年
度
の
出
稼
ぎ
実
態
調
査
の

結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。
 

「農
業
だ
け
で
は
生
活
が
出

来
な
い
」
が
七
〇
％
を
超
す
な

ど
、
出
稼
ぎ
に
依
存
し
て
い
る

農
家
経
済
の
実
態
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

調
査
は
昨
年
十
二
月
、
出
稼
 

一
％
と
農
家
が大
半
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

現
在
の
職
業
に
関
す
る
意
識

で
は
「
仕
方
が
な
い
の
で
続
け

る
」
が
五
一
・
〇
％
で
半
数
を

占
め
、「や
め
た
い
」
（一
二
・
〇
 

%
）
、「将
来
希
望
が
な
い
」
（
一

九
・
八
％
）
を
含
め
る
と
八
一
一
 

・

八
％
と
な
り
、
農
業
に
不
安
 
 ぎ

相
談
員
、
出
稼
ぎ
留
守
家
庭

世
話
人
の
協
力
を
得
て
実
施
し

た
も
の
で
、
対
象
は
七
百
十
四

世
帯
で
四
百
九
十
四
世
帯
の
回

答
が
あ
り
、
回
収
率
は
六
九

・

二
％
で
し
た
。
 

出
稼
ぎ
者
の
職
業
別
で
は
農

業
が
九
〇
・
九
％
を
占
め
、
日

雇
い
、パ
ー
ト
、そ
の
他
が
九

・
 

を
抱
き
つ
つ
も
、農
業
か
ら
離

れ
ら
れ
な
い
実
態
が
推
測
さ
れ

ま
す
。
 

出
稼
ぎ
者
の
年
齢
は
三
十

ー
 

六
十
歳
が
全
体
の
八
七
・
三
％

で
、
五
十
歳
を
超
え
る
人
が
半

数
以
上

（
二
百六
十
七
人
）
を

占
め
て
い
ま
す
。
 

「世
帯
主
」
の
出
稼
ぎ
が
前

年
よ
り
五
・
一
％
増
え
七
七

・

二
％
に
上
り
、
家
計
の
負
担
が

世
帯
主
に
重
く
の
し
か
か
っ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
 

出
稼
ぎ
の
年
数
は
 
「
十
年
以

上
」
が
六
三
・
五
％
を
占
め
、
 

出
稼
ぎ
の
依
存
が
長
期
・
定
着

化
し
て
い
ま
す
。
 

出
稼
ぎ
の
目
的
調
べ
で
は
、
 

「農
業
だ
け
で
は
生
活
出
来
な

い
」
が
七
二
・
七
％
と
前
年
よ

り
若
干
増
え
、
減
反
政
策
等
に

よ
る
農
家
経
済
へ
の
圧
迫
が
推

察
さ
れ
ま
す
。
 

「出
稼
ぎ
を
続
け
ま
す
か
」
 

の
調
べ
で
は
、「出
稼
ぎ
を
続
け

る
」
「事
情
が
許
す
限
り
続
ける
」
 

が
合
わ
せ
て
七
一

・
〇
％
で
、
 

前
年
よ
り
四
・
三
％
増
え
て
い

ま
す
。
 

「出
稼
ぎ
に
よ
る
心
配
」
は
 

「健
康
と
事
故
」
が
七
七
・
三

％
と
大
半
を
占
め
、
出
稼
ぎ
者

の
多
く
が
世
帯
主
で
あ
る
こ
と

か
ら
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、
今

後
の
生
活
に
対
す
る
不
安
が
数

値
と
な
っ
で
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
 

市
で
は
市
庁
舎
一
曙
ロ
ビ

ー
 

で
 
「ふ
る
さ
と
ビ
デ
オ
」
を
放

映
し
て
い
ま
す
。
 

お
越
し
の
際
は
ご
視
聴
く
だ

さ
い
。
 

放
映
し
て
い
る
の
は
土
、
日

曜
日
と
祝
祭
日
を
除
く
毎
日
午

前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
で
、
市

の
行
事
、
催
し
、
風
物
な
ど
短

い
も
の
で
三
分
か
ら
長
い
も
の

で
三
十
分
と
、
お
よ
そ
十
二
、
 

三
本
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
 

ビ
デ
オ
は
、
市
内
敷
島
町
の

織
野
正
さ
ん
ら
が
お
り
に
ふ
れ

撮
っ
た
も
の
で
、金
多
豆
蔵
傘

踊
り
、
五
分
）
、春
う
ら
ら
（
ふ

た
ば
保
育
所
、
三
分
）
、在
宅
入

浴
サ
ー
ビ
ス
希
社
協
、十
分
）
、
 

市
老
連
踊
り

（
お祭
り
広
場
、
 

十
三
分
）
、
中
央
小
防
犯
パ
レ
 

ー
ド
、
十
二
分
）
な
ど
と
い
っ

た
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

③平成 2 年（1990年）2 月15日 

市
民
相
談
室
は
こ
の
ほ
ど
、

本
年
度
の
出
穣
ぎ
実
態
調
査
の

結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

「
農
業
だ
け
で
は
生
活
が
出

来
な
い
」
が
七
O
%
を
超
す
な

ど
、
出
稼
ぎ
に
依
存
し
て
い
る

農
家
経
済
の
実
態
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
は
昨
年
十
二
月
、
出
稼

(第705号)広報ごしょがわら③平成2年(1990年)2月15日

ぎ
相
談
員
、
出
稼
ぎ
留
守
家
庭

世
話
人
の
協
力
を
得
て
実
施
し

た
も
の
で
、
対
象
は
七
百
十
四

世
帯
で
四
百
九
十
四
世
帯
の
回

答
が
あ
り
、
回
収
率
は
六
九
・

二
%
で
し
た
。

出
稼
ぎ
者
の
職
業
別
で
は
農

業
が
九

0
・
九
%
を
占
め
、
日

雇
い
、
パ
l
ト
、
そ
の
他
が
九

・

.3昭E窓辺恒腰軍狙MM涌・

特にない 2.8%

一
%
と
農
家
が
大
手
と
な
っ
て

い
ま
す
。

現
在
の
職
業
に
関
す
る
怠
識

で
は
「
仕
方
が
な
い
の
で
続
け

る
」
が
五
一
・
O
%
で
半
数
を

占
め
、
「
や
め
た
い
」
(
二

一
・
O

%
)
、
「
将
来
希
望
が
な
い
」
(
一

九
・
八
%
)
を
含
め
る
と
八
二

・八
%
と
な
り
、
農
業
に
不
安

を
抱
き
つ
つ
も
、
農
業
か
ら
離

れ
ら
れ
な
い
実
態
が
推
測
さ
れ

ま
す
。出

稼
ぎ
者
の
年
齢
は
三
十
i

六
十
歳
が
全
体
の
八
七
・
三
%

で
、
五
十
歳
を
超
え
る
人
が
半

数
以
上
(
二
百
六
十
七
人
)
を

占
め
て
い
ま
す
。

「農業だけでは生活出来ない」

「
世
帯
主
」
の
出
稼
ぎ
が
前

年
よ
り
五

・
一
%
増
え
七
七

・

二
%
に
上
り
、
家
計
の
負
担
が

世
帯
主
に
重
く
の
し
か
か
っ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

出
様
ぎ
の
年
数
は

「
十
年
以

上
」
が
六
三

・
五
%
を
占
め
、

出
様
ぎ
の
依
存
が
長
期
・
定
着

化
し
て
い
ま
す
。

出
様
ぎ
の
目
的
調
べ
で
は
、

「
段
業
だ
け
で
は
生
活
出
来
な

い
」
が
七
二
・
七
%
と
前
年
よ

り
若
干
増
え
、
減
反
政
策
等
に

よ
る
農
家
経
済
へ
の
圧
迫
が
推

察
さ
れ
ま
す
。

「
出
穣
ぎ
を
続
け
ま
す
か
」

の
調
べ
で
は
、
「
出
様
ぎ
を
続
け

る
」
「
事
情
が
許
す
限
り
続
け
る
」

が
合
わ
せ
て
七

一
・
O
%
で
、

前
年
よ
り
四
・

三
%
増
え
て
い

ま
す
。「

出
穣
ぎ
に
よ
る
心
配
」
は

「
健
康
と
事
故
」
が
七
七
・
三

%
と
大
半
を
占
め
、
出
稼
ぎ
者

の
多
く
が
世
帯
主
で
あ
る
こ
と

か
ら
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、
今

後
の
生
活
に
対
す
る
不
安
が
数

値
と
な
っ
て
い
る
と
身
え
ら
れ

ま
す
。

「ふ
る
さ
と
ビ
デ
オ
」

ご
視
聴
く
だ
さ
い

市
で
は
市
庁
舎
二
階
ロ
ピ
ー

で

「ふ
る
さ
と
ビ
デ
オ
」
を
放

映
し
て
い
ま
す
。

ム
お
越
し
の
際
は
ご
視
聴
く
だ

さ
い
。放

映
し
て
い
る
の
は
上
、
日

眼
目
と
祝
祭
日
を
除
く
毎
日
午

前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
で
、
市

の
行
怪
、
催
し
、
風
物
な
ど
短

い
も
の
で
三
分
か
ら
長
い
も
の

で
三
十
分
と
、
お
よ
そ
十
二
、

三
本
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。ビ

デ
オ
は
、
市
内
敷
島
町
の

織
野
正
さ
ん
ら
が
お
り
に
ふ
れ

撮
っ
た
も
の
で
、
金
多
豆
蔵
小
傘

踊
り
、
五
分
)
、
春
う
ら
ら

(ふ

た
ぱ
保
育
所
、

三
分
)、在
宅
入

浴
サ
ー
ビ
ス
市
社
協
、
十
分
)、

市
老
述
踊
り

(お
祭
り
広
場
、

土

二
分
)
、
中
央
小
防
犯
パ
レ

ー
ド
、
十
二
分
)
な
ど
と
い

っ

た
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「ふるさとビ‘テsオ」をご覧ください



ラ
ー
レ
ー
ダ
ー
観
測
が
二
十
「
1
 

日
か
ら
、ま
た
低
層
ゾ
ン
デ
気

象
観
測
用
気
球
）
に
よ
る
上
空

の
観
測
が
二
十
四
日
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
 

掲示板に張り出される入札結果 

一
月
二
十
七
日
は
旧
正
月
の
 
月
二
十

六
日
、
津
軽
鉄
道
（
株）
 

元
旦
で
す
が
、
旧
正
年
越
の
同
 
会

社
（
三
和
 
満
社
長
）
は
旧
 

ー
 

毘沙門地区の観測現場 

石炭ストーブを囲んで正月気分 
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国
立
防
災
セ
ン
タ
ー
と
同
新
 

中
心
に
行
っ
て
い
た
、
地
吹
雪
 
今

年
は
観
測
期
間
中
、
第

一

庄
雪
氷
防
災
技
術
支
所
が
一
月
 

の
集
中
観
測
が
一
月
一
二
十
日
で
 級
の
寒
波
が
襲
来
し
多
く
の
貴
 

下
旬
か
ら
市
内
毘
沙
門
地
区
を
 

終
わ
り
ま
し
た
。
 

重
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
と
、
 

難
増
吹
雪
観
測
越
終
わ
る
 

デ
ー
タ
の
解
析
・
研
究
に

期
待
 

て
い
ま
す
。
 

が
続
け
ら
れ
ま
す
。
 

観
測
が
一
月
二
十
一
日
か
ら
、
 

こ
れ
か
ら
は
、
三
月
下
旬
ま
 

今
年
の
観
測
は
、
毘
沙
門
地

で
自
動
機
器
に
よ
る
無
人
観
測
 

区
に
あ
る
地
上
観
測
点
の
有
人
 

研
究
員
た
ち
は
今
後
の
デ
ー
タ
 

の
解
析
・
研
究
に
期
待
を
寄
せ
 

西
郡
稲
垣
村
福
富
で
の
ド
ッ
プ
 

旧
正
月
の
思
い
出
を
乗
せ
て
 

ス
ト
ー
！フ
列
車

が
走
る
 

正
年
越
の
ス
ト
ー
ブ
列
車
を
運

行
し
、
盃
を
傾
け
な
が
ら
旧
正

月
の
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し

た
。
 

こ
の
日
運
行
さ
れ
た
の
は
、
 

五
所
川
原
十
三
時
二
十
六
分
発

中
里
折
り
返
し
の
一
往復
で
、
 

沿
線
の
招
待
客
五
十
人
ほ
どが

参
加
。
 

石
炭
ス
ト
ー
プ
が
赤
々
と
燃

え
た
飾
り
付
け列
車
の
座
席
で

は
、
お
せ
ち
料
理
を
囲
ん
で
な

ご
や
か
に
談
笑
。
い
ま
で
は
ほ

と
ん
ど
の
行
事
が催
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
昔
の
旧
正
月
の
思

い
出
話
し
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。
 

市
で
は
一
月

か
ら
市
で
発
注

す
る
請
負
工
事
 

で
、
そ
の
工
事
 

に
か
か
わ
る
指
 

名
業
者
名
と
入
 

札
最
終
結
果
を

公
表
し
て
い
ま
 

す
。
 

'
I
 
I
 

て
」
攻
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Q
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=
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公
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貞
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金
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I
 

ま
 
に
 
四
事
万
す
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葦
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名
 
わ
 
の
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了
 ニ

二
一

l
 
ー
十
 
土
昌
 
‘
皆
 
マ
、
 

p
:
1
 

る
 
し
、
 
果
 
と
 
る
 
］
二
 
工
 
喫
 

公
表
す
る
の
 

は
三
百
万
円
以
 

上
の
工
事
で
、
 

市
庁
舎
四
階
の

財
政
課
に
掲
示
 

し
て
い
ま
す
。
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国
立
防
災
セ
ン
タ
ー
と
同
新

庄
雪
氷
防
災
技
術
支
所
が

一
月

下
旬
か
ら
市
内
毘
沙
門
地
区
を

中
心
に
行
っ
て
い
た
、
地
吹
雪

の
集
中
観
測
が

一
月
三
十
日
で

終
わ
り
ま
し
た
。

研
究
員
た
ち
は
今
後
の
デ
l
タ

の
解
析

・
研
究
に
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、

一二
月
下
旬
ま

で
自
動
機
器
に
よ
る
無
人
観
測

今
年
は
観
測
期
間
中
、
第
一

級
の
寒
波
が
襲
来
し
多
く
の
貴

重
な
デ
l
タ
が
得
ら
れ
た
と
、

ラ
l
レ
ー
ダ
ー
観
測
が
二
十
三

日
か
ら
、
ま
た
低
層
ゾ
ン
デ
合
気

象
観
測
用
気
球
)
に
よ
る
上
空

の
観
測
が
二
十
四
日
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

デ
ー
タ
の
解
析
・
研
究
に
期
待

区が
に今続
あ年け
る σコら
土也在見れ
上測ま
観はす
浪リ 、 。
点毘
の ?Y
有門
人地

~ι(ムム-.. -.... ....ム(ム一一一一一一一一一一一一一(

広報ごしょがわら平成 2年(1990年)2月15日

毘沙門地区の観測現場

観
測
が

一
月
二
十
一
日
か
ら
、

西
郡
稲
垣
村
福
富
で
の
ド
ッ
プ

一
月
二
十
七
日
は
旧
正
月
の

元
日
一で
す
が
、
旧
正
年
越
の
同

i会月
社 二
( 十

平日日

i荷津:
社軽
長 鉄
~ ~藍
lま r ヘ

キ朱|日 ~石提ストーブを囲んで正月気分

正
年
越
の
ス
ト
ー
ブ
列
車
を
運

行
し
、
盃
を
傾
け
な
が
ら
旧
正

月
の
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し

た
。こ

の
日
運
行
さ
れ
た
の
は
、

五
所
川
原
十
三
時
二
十
六
分
発

中
里
折
り
返
し
の

一
往
復
で
、

沿
線
の
招
待
客
五
十
人
ほ
ど
が

参
加
。

石
炭
ス
ト
ー
ブ
が
赤
々
と
燃

え
た
飾
り
付
け
列
車
の
座
席
で

は
、
お
せ
ち
料
理
を
囲
ん
で
な

ご
や
か
に
談
笑
。
い
ま
で
は
ほ

と
ん
ど
の
行
事
が
催
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
昔
の
旧
正
月
の
思

い
出
話
し
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

「入札最終結果等を公表寸
財政課内に掲示

掲示板に張り出される入札結果

市
で
は

一
月

か
ら
市
で
発
注

す
る
請
負
工
事

で
、
そ
の
工
事

に
か
か
わ
る
指

名
業
者
名
と
入

札
最
終
結
果
を

公
表
し
て
い
ま

す
。公

表
す
る
の

は
三
百
万
円
以

上
の
工
事
で
、

市
庁
舎
四
階
の

財
政
課
に
掲
示

し
て
い
ま
す
。



、
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風がなくても揚ったよ 

社
会
福
祉
に
と
 

一
万
八
千
余
円
寄
付
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所婦
人
 
ど
、

社
会
福
祉
基
金
に
役
立
て
 

⑤平成2年（1990年）2 月15日 

が
ん
ば

れ
、
南
小
チ
ー
ム
 

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
全
国
大
会
へ
 

市
立
南
小
学
校
（
渋
川
正
義

校
長
）
の
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
が
、
去
る
一

月
十
三
、
十
四
の
両
日
に
わ
た

り
青
森
市
の
県
営
体
育
館
で
行

わ
れ
た
「
第
八
回
青
森
県
バ
ス

ケ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
 
で
 
 優

勝
し
、
三
月
二
十
八
日
か
ら

四
日
間
に
わ
た
り
東
京
・
代
々

木
第
二
体
育
館
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

同
チ
ー
ム
は
、十
月
二
十
一
、
 

二
十
二
の
両
日
青
森
市
で
行
わ
 
 

れ
た
第
十
九
回
青
森
県
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
交
歓
大

会
で
優
勝
し
、
フ
エ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
準
決
勝
ま
で
勝
ち
残
っ

た
チ
ー
ム
）（三
位
ま
で
四
チ

ー
 

ム
）
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。
 

津
軽
カ
イ
ト
ク
ラ
ブ
・
陸
奥

新
報
社
主
催
の
第
八
回
津
軽
大

凧
を
揚
げ
る
大
会
が
二
月
四
日

午
前
十
時
か
ら
県
立
五
農
校
実

習
田
に
青
森
、
弘
前
、
西
北
五

地
方
の
ほ
か
仙
台
な
ど
各
地
の

凧
の
会
会
員
や
親
子
づ
れ
な
ど

大
勢
の
フ
ァ
ン
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
が
、「立
春
」
 
の
好天
に

恵
ま
れ
た
も
の
の
無
風
状
態
と

あ
っ
て
昼
過
ぎ
に
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
 

し
か
し
、
親
子
づ
れ
な
ど
が

実
習
田
の
雪
原
で
、「そ
れ

ー
」
 

と
走
り
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い

凧
揚
げ
に
挑
戦
、
主
催
者
側
が

用
意
し
た
豚
汁
に
舌
鼓
を
」号
、
 

来
年
の
挑
戦
を
誓
っ
て
い
ま
し

た
。
 

子
供
用
そ
り
 

3
0個
贈
る
 

囲
マ
ル
カ
か
さ
い
 

翻
マ
ル
カ
か
さ
い

（葛
西
専

造
社
長
）
は
一
月
二
十
五
日
、
 

前
田
野
目
・
動
労者
野
外
活
動

施
設
に
子
供
用
の
そ
り
 
「ス
ノ
 

ー
U
F
〇
」
三
十
個
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
 

直
経
六
十
些
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
 
 

会

（原
芳
江
会
長
）
は
こ
の
ほ
 

こ
の
た
び
環
境
庁
で
は
「
身

近
な
生
き
も
の
調
査
」
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
調
査
は
、
広
く
一
般
の

自
然
愛
好
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
を
得
て
、
わ
が
国
の
動
植

物
の
分
布
や
生態
を
調
べ
、
国

土
や
身
近
な
自
然
を
診
断
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

▽
募
集
期
間
 
三
月
末
日
ま
で
 
 

て
く
だ
さ
い
と
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
一
万
八
千
九百
二
十
六

円
を
寄
付
、
原
会
長
が
小
山
田

会
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

第
六
回
ご
J
ょ
が
わ
ら
産
業

ま
つ
り
で
、市
商
店
街
振
興
組

合
連
合
会
と
共
催
し
た
「
ザ

・

直
売
市
」
 
の収
益
金
の
一
部
を

贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

※
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
申
し

込
み
カ
ー
ド
等
詳
し
い
こ
と
は

市
歴
史
民
俗
資
料
館

（
只
四
九

五
五
五
番
）
へ
お問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

凧揚げ、無風にガッカリ 

来年は揚げるよ！ 

ク
製
で
、
前
後
に
あ
る
ひ
も
で
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

『身
週
な
緯
冒
も
⑩
圏
宣』
 

圏
富
目
園
鯛
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風がなくても揚ったよ
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市
立
南
小
学
校
(
渋
川
正
義

校
長
)
の
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
l
ム
が
、
去
る

一

月
十
三
、
十
四
の
両
日
に
わ
た

り
青
森
市
の
県
営
体
育
館
で
行

わ
れ
た
「
第
八
回
青
森
県
パ
ス

ケ
y
ト
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で

優
勝
し
、

三
月
二
十
八
日
か
ら

四
日
間
に
わ
た
り
東
京
・
代
々

木
第
二
体
育
館
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

同
チ
l
ム
は
、
十
月
二
十

一
、

二
十
二
の
両
日
青
森
市
で
行
わ

れ
た
第
十
九
回
青
森
県
ミ
ニ
バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
交
歓
大

会
で
優
勝
し
、
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
準
決
勝
ま
で
勝
ち
残

っ

た
チ

i
ム
)(三
位
ま
で
四
チ
ー

ム
)
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

津
軽
カ
イ
ト
ク
ラ
ブ
・
陸
奥

新
報
社
主
催
の
第
八
回
津
軽
大

凧
を
揚
げ
る
大
会
が
二
月
四
日

午
前
十
時
か
ら
県
立
五
農
校
実

習
田
に
青
森
、
弘
前
、
西
北
五

地
方
の
ほ
か
仙
台
な
ど
各
地
の

凧
の
会
会
員
や
親
子
づ
れ
な
ど

大
勢
の
フ
ァ
ン
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
が
、
「
立
春
」
の
好
天
に

恵
ま
れ
た
も
の
の
無
風
状
態
と

あ
っ
て
昼
過
ぎ
に
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
親
子
づ
れ
な
ど
が

実
習
田
の
雪
原
で
、
「
そ
れ
l
」

と
走
り
な
が
ら
元
気
い

っ
ぱ
い

凧
揚
げ
に
挑
戦
、
主
催
者
側
が

用
意
し
た
豚
汁
に
舌
鼓
を
ろ
ど
り
、

来
年
の
挑
戦
を
誓

っ
て
い
ま
し

た
。

側
マ
ル
カ
か
さ
い

附
マ
ル
カ
か
さ
い

(葛
西
専

造
社
長
)
は

一
月
二
十
五
日
、

前
田
野
目

・
勤
労
者
野
外
活
動

施
設
に
子
供
用
の
そ
り

「ス
ノ

l
U
F
O
L
三
十
個
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

直
経
六
十
円ン
の
プ
ラ
ス
チ
y

社
会
福
祉
世
に
と

一
万
八
千
余
円
寄
付

『
目
印
舘
向
。
邑
号
も
@
園
田
』

間
呂
田
思
自

五
所
川
原
商
工
会
議
所
婦
人

会

(原
芳
江
会
長
)
は
こ
の
ほ

ク
製
で
、
前
後
に
あ
る
ひ
も
で

操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
た
び
環
境
庁
で
は
「
身

近
な
生
き
も
の
調
査
」
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
広
く

一
般
の

自
然
愛
好
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
を
得
て
、
わ
が
国
の
動
植

物
の
分
布
や
生
態
を
調
べ
、
国

土
や
身
近
な
自
然
を
診
断
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

マ
募
集
期
間

三
月
末
日
ま
で

ど
、
社
会
福
祉
基
金
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ

一
万
八
千
九
百
二
十
六

円
を
寄
付
、
原
会
長
が
小
山
田

会
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

第
六
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業

ま
つ
り
で
、

市
商
庖
街
振
興
組

合
連
合
会
と
共
催
し
た
「
ザ

・

直
売
市
」
の
収
益
金
の

一
部
を

贈
っ
た
も
の
で
す
。院/

決
U
抗

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
案
内
パ
ン
フ
レ

y
ト
、
申
し

込
み
カ
l
ド
等
詳
し
い
こ
と
は

市
歴
史
民
俗
資
料
館
(
宮
⑮
九

五
五
五
番
)
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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課税台帳の縦覧を！ 
市てnよ、平成 2 年度の固定資産課税台帳を次

の日程て味従覧に供します。 

関係者は、各自の固定資産課税台帳を縦覧し、 

登録された事項を確認してください。 

これは、固定資産の評価額など平成元年度の

固定資産税と都市計画税の税額の算定の基礎と

なるものて、す。 

特に、昨年中に家屋を新増築したり、土地を

取得された方は必ず派従覧しま しょう。 

固定資産登録の確認をしましょう1 

なお、登録された事項に不服がある場合は、 

3 月30日までの間に固定資産評価審査委員会に

審査の申し立てをすることができます。 

レ縦覧期問 3 月1 日～3 月20日 （ただし、 日

曜日は除きます）平日は午前 8 時30分から午

後 4 時45分まで。 土曜日は午前 8 時30分から

午後 0時15分まで。 

※詳しいことは、市税務課（廿電5)2 111番内線2 
01 番）へどうぞ。 

冒り早号卵伺む目司目包 
保護者の皆さんには、今春進学や就職をされ

る子一供さんがいると J思います。 

この時期は、卒業シーズンを控え、解放感な

どからせっかく身につけた道徳が忘れがちにな

り、特に好奇心から酒、 タバコ、万弓I、異性関

係等の非行に走りやすく なります。 

このため、非行防止に対する皆さん方の 「愛

の―声」 が、青少年の健全育成に大きな力とな

ります。 お互いに、非行を未然に防止し 「後で

悲しまない」 ためにも、次のことを実践しまし

よ つ o 

）他人の子供でも 「愛のー声」 をかけて指導し 

五所川原市立高等看護学院 

専任教員募集 
ン応募資格 35歳までの方で、看護教員経験の

ある方及び 3 年課程卒業以上で看護婦経験 5 

年以上ある方。 

ン待遇 市の給与規定による。 

ン学校の概要 2 年課程夜間定時制（ 1学年40 

名） 

レ募集締切 3 月15日 

※詳しくは、五所川原市立高等看護学院（夢037 

市内字布屋町41廿醜）2715番）へお問い合わせ

ください。 

ー般廃棄物処理業 
許可申請受付 

市では平成 2 年！変 前支廃棄物処理業の許可申 

請を受付します。 

ン期間 2 月16日から 2 月26日まて各 

※お問い合わせは、市衛生課（か電）2 111番内線 

269番）へ。  

ましょう。 

[/, 少年に有害な環境を与えるものについては、 

皆さんの力で排除しましょう。 

レ「自分で悪い子だ」 と思っている少年ほどヲF 

行に走りやすいものです。 周囲で妬J］ましてや 

'J ましょう。 

※青少年の非行や、有害環境、たまり場等、何

かお気づきのことがありま したら、 どんなこ

とて各も遠慮なくお知らせください。 

く》連絡先 市青少年対策室・市少年指導委員協

議会（廿（電）2 111番内線355番・＠)2941番） 

邑 

国民年金には、大きく分けて 3 つの年金給イ寸

があります。 

1， 年をとったとき、65歳から支給される老齢

基礎年金 

2． 病気やケガなどのために障害者になったと

きに支給される障害基礎年金 

3． 不幸にして死亡されたときに、残された家

族に支給される遺族基礎年金 

これらの国民年金の管理・運営は、国が責任

をもってあたり、みなさんの保険半斗のほかに国

が年額の 3 分の 1を負担しています。 

また、年金額は！物価上昇に合わせて毎年スラ

イ ドしていきますので目減りすることはありま

せん。 

これらの年金を受けるためには、国民年金に

加入し、毎月キチンと保険半トを納めていなけれ

ばなりません。 保険料を納めていないと、年金

を受けられなかったり、年金額が減らされたり

することがあります。 
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課税台帳の縦覧をJl固定資産登録の確認をしまし ょうi

市では、平成 2年度の固定資産課税台帳を次

の日程で縦覧に供します。

関係者は、各自の固定資産課税台帳を縦覧し、

登録された事項を確認してください。

これは、固定資産の評価額など平成元年度の

固定資産税と都市計画税の税額の算定の基礎と

なるものです。

特に、昨年中に家屋を新増築したり、土地を

取得された方は必ず縦覧しましょう。

なお、登録された事項に不服がある場合は、

3月30日までの聞に固定資産評価審査委員会に

審査の申し立てをすることができます。

1>縦覧期間 3 月 1 日 ~3 月 20 日(ただ し、日

曜日は除きます)平日は午前 8時 30分から午

後 4時 45分まで。土曜日は午前 8時 30分から

午後 0時 15分まで。

※詳しいことは、市税務課 (ft⑮ 2111番内線2
o 1番)へどうぞ、。

官沙諸@ID句砂匂守§争
保護者の皆さんには、今春進学や就職をされ

る子供さんがいると思います。

この時期は、卒業シーズンを控え、解放感な

どからせっかく身につけた道徳が忘れがちにな

り、特に好奇心から酒、タバコ、万引、異性関

係等の非行に走りやすくなります。

このため、非行防止に対する皆さん方の「愛

の一声」が、青少年の健全育成に大きな力とな

ります。お互いに、非行を未然に防止し「後で

悲しまなし、」ためにも、次のことを実践しまし

ょっ。

1>他人の子供でも 「愛の一声」 をかけて指導し

五所川原市立高等看護学院

専任教員募集
1>応募資格 35歳までの方で、看護教員経験の

ある方及び3年課程卒業以上で看護婦経験 5

年以上ある方。

1>待遇 市の給与規定による。

1>学校の概要 2年課程夜間定時制(1学年40

名)

じ>募集締切 3月15日

※詳しくは、五所川原市立高等看護学院 (iW037

市内字布屋町41ft⑪ 2715番)へお聞い合わせ

ください。

一般廃棄物処理業
許可申請受付

市では平成 2年度一般廃棄物処理業の許可申

請を受付します。

仁〉期間 2月16日から 2月26日まで

※お問い合わせは、市衛生課 (ft⑮ 2111番内線

269番)へ。

ましょう o

b少年に有害な環境を与えるものについては、

皆さんの力で排除しまし ょう。

1> i自分で悪ド子だ」 と思っている少年ほど非

行に走りやすいものです。周囲で励ましてや

りましょう 。

※青少年の非行や、有害環境、たまり場等、何

かお気づきのことがありましたら、どんなこ

とてもも遠慮なくお知らせください。

。連絡先 市青少年対策室・市少年指導委員協

議会 (ft⑮ 2111番内線 355番・⑪2941番 )

cv 
色コ

国民年金には、大きく分けて 3つの年金給付

があります。

1. 年をとったとき、 65歳から支給される老齢

基礎年金

2. 病気やケガなどのために障害者になったと

きに支給される障害基礎年金

3. 不幸にして死亡されたときに、残された家

族に支給される遺族基礎年金

これらの国民年金の管理・運営は、国が責任

をもってあたり、みなさんのイ呆険市斗のほかに国

が年額の 3分の 1を負担しています。

また、年金額は物価上昇に合わせて毎年スラ

イドしていきますので目i威りすることはありま

せん。

これらの年金を受けるためには、国民年金に

加入し、毎月キチンと保険料を納めていなけれ

ばなりません。保険料を納めていないと、年金

を受けられなかったり、年金額が減らされたり

することがあります。



護年間 350円 

交通災害共済に 
家族そろって加入しましょう 
加入申込・・・平成 2 年 2 月 lF_I から予糸勺受付
受付窓口…市役所市民課交通防犯対策室 

O日市内・栄・中川・松島地区） 
市役所各支所 
ぐ七和・長橋・飯詰・三好・毘沙
門・梅沢地区） ' 

）内は改正前の時刻 

⑦平成 2 年（1990年）2 月15日 広報ごしょがわら 第705月 

スポーツ教室の開催 
だれでもできる軽スポーッ（ソフ トバレーボ 

ール、ユニホック他） とスキー教室を開催しま

す。 

レ参加対象 一般市民に限る（スポーツ傷害保

険加入済み、 または加入のこと） 

ン日程 2 月24日 （土）.28日 （水） 

3 月 3 日（土）、6 日（火）.10日（土）、 

13日 （火）.17日 （土）.20日 （火） 

レ受付 2 月24日（土）市民体育館（9:00-12: 

00) 

※詳しいことは、市教育委員会社会教育課（廿 

G) 2 111番内線250番）へどうぞ。 

園句号 
図ってめ臼営あか g 

伝統ある五所川原甚句を広く普及させ、後世 

に伝えるため、「五所川原甚句教室」を開きます。 

ふるってご参加ください。 初心者大歓迎。 

うとき 毎月1 日 （月 1回）午後 6 時から 

＞ところ 新宮町・新宮集会所 

＞指導料 不要です。 

※また、会員も募集中です。 

ンお間い合わせ 詳しいことは、市内旭町75. 

五所川原甚句保存会（千葉勝慶会長・か電③）14 
22番）へ。 

りんご勇定講習会 
広域新農業センター 

蹴).所川I,, 市教脊振興響避 

教育振興会では、次の要領により平成 2 年度 

の奨学生を募集します。 

希望する人は、在学している学校を経て市教 

育委員会総務課へお申し込みください。 

レ申し込み期間 2 月1 日から 2 月28日まて与 

レ応募資格 次のすべてに該当する人とします。 

①平成 2 年4 月に高等学校または大学に入学志 

望の人 

②人杉り、学業ともに優秀で、 かっ健康であるが 

著しく学資の支弁が困難と認められる人 

③市内に在住している人 

④過去 3 か年の全教科の平均成績が3.5点（ 5 段 

階評価）以上の人 

レ貸与金額 

①高等学校…公、私立とも入学米斗および授業恥十 

相当額（在学期間） 

②大学…公、私立とも入学支度金として40万円 

限度 

レ返還方法 

①高等学校…卒業の翌年から、奨学金を受けた 

期間の倍の期間」』I内。 

②大学・・・卒業の翌月から 6 か月経過後、就学期 

間の倍の期間以内。 

※なお、詳しくは市教育委員会総務課（"（③ 5)2 1 
11番内線293番）へどうぞ。 

新ダイヤでミ出発進行シ／ 
(JR五所川原駅）ノ ， 

、 

レ日時 3 月 7 日午後1日寺～ 3 日寺 

レ場所 広域新農業センター（毘沙門） 

ン講師 石沢重信青森地区農業改良普及所長 

※詳しいことは、市広域新農業センター（か（電） 

2104番）へどうぞ。 

JR東日本では、 3 月10日からダイヤ改正を

実施します。 

五所川原関係の発車時刻の改正は下記のとお

りです。 

上 	‘) （鯵ケ沢方面） 下 り（弘前方面） 

5 】 3 9 
8 : 0 9 

1 2 】 2 9 
1 6 】 0 6 
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21:11 
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⑦平成2年(1990年)2月15日 広報ごしょがわら (第705号)

スポーツ教室の開催
だれでもできる軽スポーツ(ソフトバレーボ

ール、ユニホァク他)とスキー教室を開催しま

す。

1>参加対象 一般市民に限る(スポーツ傷害保

険加入 済み、または 加入のこと)

じ〉 日程 2月24日 (土)、28日 (水)

3月 3日(土)、 6日(火)、10日(土)、

教育振興会では、次の要領により平成 2年度

の奨学生を募集します。

希望する人は、在学している学校を経て市教

育委員会総務課へお申し込みください。

1>申し込み期間 2月 1日から 2月28日ま で

1>応募資格 次のすべてに該当する人とします。

13日(火)、17日(上)、20日 (火) ①平成 2年 4月に高等学校または大学に入学志

1>受付 2月24日(土 )市民体育館(9: 00~12 : 望の人

00) 

※詳しいことは、市教育委員会社会教育課(宮

⑮2111番内線250番)へどうぞ。

冨匂さ
習宅設定e;O也ゐ砂3

伝統ある五所川原甚句を広く普及させ、後世

に伝えるため、「五所川原甚句教室Jを聞きます。

ふるってご参加くださし」初心者大歓迎。

1>とき 毎月 1日(月 1回 )午後 6時から

1>ところ 新宿ー町・新宮集会所

1>指導料不要です。

※また、会員も募集中です。

1>お問い合わせ 詳しいことは、市内旭町75、

五所川原甚句保存会(千必勝脱会長・ 2 ⑮ 14

22番)へ。

りんご現定踊習会
広域新農業センター

1>日時 3月 7日午後 1時 -3時

1>場所広域新農業センター(毘沙門)

1>講師 石沢重信青森地区農業改良将及所長

※詳しいことは、市広域新農業センター(宮⑪

2104番 )へどうぞ。

金村年間 350円

安通災害共済に
家族そろって加入しましょう
加入申込・・・平成 2年 2月 l日から予約受付
受付窓口...市役所市民課交通防犯対策室

(旧市内 ・栄・中川・松島地区)
市役所各支所
(七和 ・長橋・飯詰・ 三 好 ・毘沙
門 ・梅沢地区)

②人物、学業ともに優秀で、かっ健康で、あるが

著しく学資の支弁が困難と認められる人

③市内に在住している人

④過去 3か年の全教科の平均成績が3.5点(5段

階評価)以上の人

1>貸 与 金 額

①高等学校・・・公、私立とも入学料および授業料

相当額(在学期間)

②大学一公、私立とも入学支度金として40万円

限度

じ〉返還方法

①高等学校・・・卒業の翌年から、奨学金を受けた

期間の倍の期間以内。

②大 学一 卒業 の翌 月か ら 6か月経過後、就学期

聞 の 倍 の 期 間 以 内。

※なお、詳しくは市教育委員会総務課 (ft⑮21

11番内線293番)へどうぞ。

新ダイヤでと出発進行ミ/
(JR五所川原駅)f

J R東日本では、 3月10日からダイヤ改正を

実施します。

五所川原関係の発車時刻の改正 は 下 記 の と お

りです。

上 り (鯵ケ沢方面)

5 : 3 9 ( 5 : 36) ! 
8 : 0 9 ( 8 : 08) 

1 2 : 2 9 (12: 28) 

1 6 : 0 6 (16: 03) 
1 7 : 1 6 (17: 13) 

2 1 : 1 1 (21: 01) 

下り (弘前方面)

8 : 1 1 (8: 10) 
1 3 : 4 9 (13: 50) 

1 8 : 2 8 (18: 24) 
2 0 : 3 0 (20: 20) 

内は改正前の時刻



議認欝欝鷲曹『 
市では、市制施行35周年を記念し、毎月 2 回

発行している広報の 「題字」 を募集します。 

ン応募資格 どなたでも応募できます。（市民及 

び市出身者に限る） 

ン応募方法 （①）題字は漢字、ひらがな、ローマ

字、カタカナ又はその組合わせいずれでも可、 

色は黒一色。 用紙は画用紙かケント紙。 ②縦 

3. 3cm、横15 . 5cnlの長方形の中に自由にデザイ

ンしてください。（「広報ごしょがわら」の表現

にはこだわりません。×③）デザインの簡単な説

一 明とイ主所、氏名を付記してください。 

’ レ応募制限 1人何点でもかまいません。 

レ賞 特選1点（図書券 3 万円分）、準特選 2 点 

（同2 万円分） 

レ応募締切 2 月28日 

ン発表 広報ごしょがわら4月15日号紙上（予定） 

ン審査員 伊藤正規画伯 ン審査員 伊藤正規画伯 

清川滋圃青森放送五所川原支局長 

大川次盛青森テレビ五所川原支局長 

釜子き裕市教育長 

レその他 他市町村の題字を参考にしたい方に 

は、資料をおあげしますので市企画調整課へ 

ご連絡ください。 

ン応募先及び間い合わせ先 

市企画調整課（ i= 037 五所川原市字岩木町12 

，電“)21 11番内線318番） 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

ff34-4999番 
（救急医療部会） 

無
味
の
忌
や
遺
墨
影
さ
す
雪
中
花
 
内
山

涛
村

人
日
や
喪
に
伏
す
こ
こ
ろ
つ
つ
し
み
て
 
対馬
障
子

冬
深
し
ふ
っ
く
ら
煮
豆
や
母
の
顔
 
小
野

雪
村

津
軽
野
に
黒
煙
列
車
冬
深
し
 

工
藤
暁
村

早
春
や
ま
た
我
が
影
の
長
く
な
り
 
渋
谷

房
子

岩
木
川
人
寄
せ
つ
け
ず
冬
深
し
 

工
藤
仙
峯

早
春
の
山
里
静
か
遠
焚
鐘
 
高

橋
鉄
輪

早
春
の
漣
寄
せ
て
十
三
の
景
 
三
和

算
村
 

津
軽
鉄
道
 
水車
吟
社
 

俳 

句 

みんなの健康教室 
レ日 時 

2 月23日（金） 午後 1時 

ン場 所 

市保健センター 

ン講 師 

佐藤浩平先生 

（白生会理事長） 

レテーマ 「温泉療法について」 

レ主 催 北五医師会・市民保健協議会 

平成 2 年（1990年）2 月15日 
	

広報ごしょ がわら 	 （第705号）⑧ 

邑周の目目包ンり一囲国固 
3 月 2 ・9・16・23・30日て各す。（毎週金曜日） 

レ時間 午前10日寺～午後 3 日寺 

）内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応5じますので、赤ちゃんからお年寄りまてネ

お気軽にご利用ください。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

ン受付時問 12 : 45-13 : 00まで、 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 （ユ)6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セットを配付しますが、 

当日つごうで来れない場合は、母子イ建康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをも‘らいにきてくだ

さい。 （ただし生後 6 カ月、 7 カ月児に限る。） 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ月児 H元年11月生 3 月13日因 健康診査 

6 カ月児 H元年 8 月生 3 月20日因 健康相談 

1 歳 児 H元年 2 月生 3 月26日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 S 63年 9 月生 Q
v
 

月
 
2
 
7
 

日
 
因
 

健康診査 

3 歳 児 S61年11月生 3 月15日困 健康診査 

人の命を救う「愛の献血」にご協力を！ 

期 	日 時 	間 場 	所 

2 月26日 

（月） 

時から 
前11時まで 

本町マルカ 
かさい駐車場内 

午後 3 時から 
午後 4 時まで 

ホテルサンルート
五所川原前 

(第705号)⑧広報ごしょがわら

諸富335富鶏
平成 2年(1990年)2月15日

§周⑫包ill\旨診をフー包~圃
3月 2・9・16・23・30日です。(毎週金曜日)

l>時間 午前10時~午後 3時

l>内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので、赤ちゃんからお年寄りまで

お気軽にご利用ください。

乳幼児の健康診査
l>場所市保健セ ンター

l>受付時間 12 : 45~13 : 00ま で

l>持 参 す る も の 母子健康手帳、パスタオル。

3歳児は尿検査も行いますので、当日小ピン

に尿を入れでもってきてください。

※注意 ① 6カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫(小 児 が ん)の検査セットを配付しますが、

当 日 つ ご う で 来 れ な い 場 合 は、母子健康手I慢を

もって衛生課窓口にセットをもらいにきてくだ

さ い 。 ( た だ し 生 後 6カ月、 7カ 月 児 に 限 る 。)

②病気療 養中 (特に伝染性の病気)のお子さん

は ご 遠慮ください。

人の命を救う「愛の献血」にご協力を/

竺一一 間|場 所|
午前10時から |本町マルカ

午前11時ま で | かさい駐車場内

午後3時から iホテルサンルート |

午後4時まで | 五所川原前 |

日J羽

2月26日

(月)

市では、市制施行35周年を記念し、毎月 2回

発行している広報の「題字」を募集します。

l>応募資格 どなたでも応募できます。(市民及

び市出身者に限る)

b応募方法 ①題字は漢字、ひらがな、ローマ

字、カタカナ又はその組合わせいずれでも可、

色は黒一色。用紙は画用紙かケント紙。②縦

3.3cm、横15.5cmの長方形の中に自由にデザイ

ンしてください。(r広報ごし ょがわら」の表現

にはこだわりません。)③デザインの簡単な説

明と住所、氏名を付記してくださしミ。

l>応募制限 1人何点でもかまいません。

l>賞持選 1点(図舎券 3万円分)、準特選 2点

(同 2万円分)

l>応募締切 2月28日

l>発表広報ごしょがわら4月15日号紙上 (予定)

伊藤正規画伯

清川滋圃青森放送五所川原支局長

大川次盛 青森テレピ五所川原支局長

釜沼裕市教育長

じ〉その他 他市町村の題字を参考にしたい方に

は、資料をおあげしますので市企画調整課へ

ご連絡ください。

l>応募先及び問い合わせ先

市企画調整課 (〒037五所川原市字岩木町 12

E⑮2111番内線318番)

休日・夜間の急病は
在宅医師の照会は消防署へ

}ft34-4999番 j
(救急医療部会) } 

l>審査員

みんなの健康教室
l>日時

2月23日後j

l>場 所

市保健センタ -

b講師

佐 藤 浩 平 先 生

(白生会理事長)

「温泉療法について」

北 五 医 師 会 ・ 市 民 保 健 協 議会

午後 1時

l>テーマ

じ〉主 催

望日

国
津
軽
鉄
道
水
車
吟
社
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